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重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

・授業の展開を工夫し、学習意欲を向上
させる。

・児童の情報活用能力の育成を図る。

・各教科に合わせてiPadやモニター等の
ICT機器を有効活用し、互いにその活用
場面を気軽に共有することができるよう
な場所を設定する。（自主研修のHOPを
活用）
・夏期研修で情報活用について行う。

・タブレットの操作などにおいて、情報活
用能力を高める。
・情報モラル教育の年間カリキュラムを
組み、各学年月1回以上実施する。（朝学
習の時間を活用してもよい。）

・月10時間以上活用することを目標とし、
効果的な活用方法の研修や情報交流を
行う。

・児童アンケートで「タブレットやテレビモ
ニターを使った授業はわかりやすい」と
回答した割合が90％以上になる。また、
教職員アンケートで「ICT機器（タブレッ
ト、モニターなど）を活用した教育活動を
行っている」と回答した割合が90％以上
になる。

B

・授業で月１０時間以上タブレットの活用ができてい
た。
・教職員アンケートで「ICT機器（タブレット、モニターな
ど）を活用した教育活動を行っている」と回答した割合
が90％以上であった。また児童アンケートで「タブレッ
トやテレビモニターを使った授業はわかりやすい」と回
答した割合は４・５年は、９０％以上であったが６年生
は、８５％と下回っていた。
・他の教科と横断的に情報モラル教育を進めることが
できた。

                                                                        ・
引き続き、ICT機器を効果的に扱えるよう「HOP」など
で情報共有を行う。

・児童の情報機器の取り扱いについての教育、情報
モラル教育を行う。

・タブレットの活用は上手くいかされ
ている
・さまざまな場面でIOTの活用がさ
れている。今後は、業務改善につな
がる使い方を検討するフェーズ。
・子どもたちのメディアリテラシーや
情報モラルの育成に努めていただ
きたい。
・ＩＣＴの使用で便利になるが、言葉
の発達やコミュニケーション能力へ
の影響が課題。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

・自尊感情、自己肯定感を育成する。

・学級作りを工夫する。
（支持的風土作り）

・いじめの未然防止、早期発見、早期対
応に取り組む。

・不登校の予防と解消を図る。

・子どものがんばりを学校と家庭で連携
して認めていく。
・学級の中で自分の意見が安心して言い
合えるような雰囲気作り（クラス作り）を進
めていく。校内研修(年２回)で学級作りに
ついても考える機会を設ける。
・いじめ等に関する実態把握のためのア
ンケート調査を実施し実態把握を行い、
はやい対応を行う。

・積極的に家庭へ連絡をとり、連携を図
る。

・児童アンケートで「自分にはいいところ
がある」と言える子を75％以上に増や
す。
・児童アンケートで「自分を大切にするこ
とや他の人への思いやりについて教えて
もらっている」と回答 した割合が80％以
上である。
・児童アンケートで「学校に来るのが楽し
い。」と回答した割合が90％以上である。

・登校への行き渋りが見られる児童に対
して、職員研修や不登校対策委員会を
開くなど全職員で取り組み、不登校児童
数を減らす。

B

・児童アンケートで「自分にはいいところがある」と言え
る子が７６％だった。

・児童アンケートで「自分を大切にすることや他の人へ
の思いやりについて教えてもらっている」と回答 した
割合が８８％だった。

・児童アンケートで「学校に来るのが楽しい。」と回答し
た割合が８６．６％だった。

・不登校児童数は昨年度の同時期の比較では減少傾
向だが、予備軍にあたる児童の数は増加傾向にあ
る。

・アンケートで、自分に役割があると感じている学年に
おける、学校への前向きな考え方が高かった。役割を
持たせるための取り組みとして、日頃の学級経営を学
び会える機会を作りたい。

・不登校支援員や児童支援との連携や、運用を見直
し、家庭と学校が協力できっるような支援をしていく。

・自己肯定感の高揚や、不登校問
題等も家庭との連携が不可欠
・1回の懇談の時間を長くするなど、
対話する時間を増やせないか
・褒められたり、認められたりする経
験が子どもたちの「自己有用感」を
育てる。学校だけでなく、家庭や地
域でも認められる、そんな取り組み
が学校運営協議会の役割の一つな
のかもしれません。
・登校を渋る児童に対し、迎えに行
くなどのきめ細かい配慮がされてい
る。今後も継続を望む。
・子どもが落ち着いて学習できるサ
ポートルームの設置を望む。

「健やかな体」の
育成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・自ら進んで体力を向上させようとする児
童を育てる。

・運動の習慣化を図る。
・運動イベントの実施(花里カップ・花リン
ピック・元気アップ運動等)

・睡眠、栄養、運動、休養などのバランス
のとれた健康的な生活習慣を身につけさ
せる。
・「早寝・早起き・朝ごはん」を推進する。
・食に対する指導を充実する。
・感染症感染防止対策の徹底。

・週1回クラス全員で運動場に出て、体を
動かす。
・各学期に１回以上運動イベントを実施
する。

・夜は10時までに寝て、朝は7時までに起
きている児童が75％いる。
・朝ごはんを食べてくる児童が90％以上
いる。

B

 ・運動イベントを各学期１回以上実施できた。さまざま
な運動を行うことができ、主体的に体力向上に取り組
めていた。
・しかし、イベント期間でないときも自主的に外遊びを
する習慣がついていないように見える。
・食に関する指導やほけんだよりなど、健康な生活に
関する手紙の配布時に教師が呼びかけることによっ
て「早寝・早起きを心がけている」が81.6％、「朝ご飯を
毎日食べている」が92.7％と目標を若干上回った。

・クラス遊びの機会を週一回作ってもらえるように声掛
けをする。

・引き続き、生活チェックシートにて自身の生活を振り
返り、健康な生活に関する手紙などの配布の際や風
邪などの流行の季節の際には、教師が一声かけるこ
とで、児童に意識付けをしていく。

・運動イベントや生活習慣への取組
を継続してほしい。
・高校生でも怪我の経験不足が見
られる。小学生の内から外遊びの
習慣をつけていただきたい。

・自ら課題を見つけ、考え・行動できる児
童を育てる。

・目標に向かって努力し、意欲的に学び
続ける態度を育成する。

・関係機関と連携を図り、児童理解に努
める。

・「キャリア・パスポート」を活用し、4月に1
年の目標設定を記入させる。

・半年ごとに児童が自己の活動を振り返
り、新たな目標や課題を持たせる。
・子どもの成長を見取り、次の一歩を出
せるようなコメントを教師や保護者が記
入する。

・スクールカウンセラーと細やかに連携を
図り、児童理解を深める。
・必要に応じて適宜巡回相談を行う。

・児童アンケートで「自分は、将来の夢や
職業について考えている」と回答した割
合が80％以上である。また、教職員アン
ケートで「児童に夢をもつこと、仕事や働
くことの大切さを教えている」と回答した
割合が80％以上である。

・長期休暇にスクールカウンセラーによる
研修を１回以上実施し、児童の心身の状
態を経年で理解する。
・職員全体で気になる児童を月１回以上
共有し、必要に応じて関係機関につな
ぐ。

B

・児童アンケートの結果は８０．６％、教職員アンケート
の結果は80.9％だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　・
キャリアパスポートに記入することで、これまでの自分
とこれからの自分を意識し、自分を見つめ直すことが
できていた。

　

・夏季研修としてにスクールカウンセラーによる研修を
実施し、愛着に課題を抱える児童についての理解や、
児童が受けたメンタルヘルスアンケート(高学年のみ)
から児童の心身の状態について理解することができ
た。
・生活指導と連携し、職夕や職員会議を通して、気に
なる児童を月１回以上共有し、必要があれば関係機
関につないだ。

・キャリア・パスポートへのコメントだけでなく、日頃か
ら、自ら考え・行動できるように声かけや励ましを行
う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・教
科を超えて、働くことの意義や目標に向かって努力す
ることの素晴らしさ・大切さを伝えていく。

・スクールカウンセラーの充実
・保護者へのキャリアパスポートの
意識付け。
・職業の多様化、終身雇用の意識ｎ
欠如の現状で「将来の夢や職業」に
ついて考えさせるのは非常に困
難。キャリアのプランニングやデザ
インをする力が必要。
・教育目標に向かって、外部の人と
の連携によるキャリア教育が進めら
れている。
・将来の夢や職業を考えている子
が多く、社会に目を向けていること
が分かる。
・リアルな感覚が育っていない子ど
もによりよい人間関係を築くことの
大切さも教えていくことが大切。

・児童の実態把握に基づき、個別の支援
計画などを作成し、保護者・教職員と連
携をして、適切な対応を行う。

・それぞれの子どもの、校内支援体制を
確立する。

・特別支援学級保護者に対して、年２回
以上の参観・懇談の実施。
・教職員に対して、年１回以上の特別支
援学級参観（授業公開）の実施。

・通常学級に在籍する配慮を要する児童
の特性や支援について、校内委員会や
校内研修（年２回）で交流し、関連機関と
の積極的な連携を図る。

・かがやき参観・懇談を年２回以上実施
する。懇談会に全体の半数以上の保護
者が参加する。
・全教員が特別支援学級児童を理解す
るための特別支援学級参観を年１回以
上実施する。

・コンサルテーションの実施等、関連機関
と積極的に連携する。

B

・１学期と２学期に１回ずつ、かがやき保護者参加の
参観・懇談を実施することができた。懇談会に保護者
が８割以上参加していただいた。３学期にも実施する
予定である。
・全教員に向けた特別支援学級参観を実施すること
ができた。また、公開授業も行い、たくさんの先生に児
童の様子を見ていただく機会となった。
・５月と２月には配慮を要する児童の情報交換会(生・
同・特研修会)を職員全体で行い、児童の実態把握を
共通理解した。また、必要があれば関係機関に繋い
だり、巡回相談や伊丹特支のコンサルを依頼したり
し、児童理解に努めた。
・『生・同・特研修会』で名前があがっている児童の数
と比べて、各学級担任から通級指導や、巡回相談な
どの要望等が少なく感じる。

・来年度も保護者参加の参観・懇談を２～３回実施し、
教員に対しても公開授業を行い、支援学級の児童
や、特別支援教育に対する理解をを深めてもらえるよ
うにする。

・6月の生・同・特研修会で名前のあがった児童につい
ては、部会の度に、特別支援コーディネーターから各
児童のその後の様子を伺う。
・新規で配慮が必要な児童が出てきていないか、毎月
の部会で確認し、必要があれば職夕等で職員全体で
児童の情報を共有する。

・特別支援を必要とする子は年々
増えている。いろいろ工夫されて対
応されている。
・子どもの発達について悩んだ保護
者が39％もあり驚きである。
・親子の信頼関係をしっかりと築い
てほしい。
・授業の中で特別な配慮が必要な
子どもたちへ先生方がとても丁寧に
対応している。

・授業力の向上と授業の改善をめざした
校内研究会を実施する。

・全教員参加による校内授業研究会、事
前研究、事後研究を実施する。      ・自
主研修会「HOP」でICT活用に関する交流
を行い、ICT活用力を高める。

・全ての教員が年１回以上授業を公開
し、研修する。
・教職員アンケートで「ICT機器（タブレッ
ト・モニターなど）を活用した教育活動を
行っている」と回答した割合が９０％以上
になる。

B

・全ての教員が年１回以上の授業を公開する予定で
進行することができた。
・まなびポケットの導入の際に、職員研修を行うことが
できた。
・職員のタブレットの困りごとが少なく、「HOP」の開催
にばらつきがあった。
・教職員アンケートで「ICT機器（タブレット・モニターな
ど）を活用した教育活動を行っている」と回答した割合
が９０％以上であった。

・公開授業の内容については研究の方向性に合わせ
て実施していく。
・タブレットを児童のためだけでなく、教職員の業務改
善のための使用にも促していく。
・新しいシステムが導入された際は、適宜職員研修を
行う。
・体育館のＩＣＴに関連する設備が不十分。（モニター・
appleTVなど）

・業務多用の中、研修の充実が図
られている。
・１人1実践の取組を通して、先生方
は着実に資質向上させている。
・若手の教員が生き生きと活動でき
ているように見受けられ、児童も元
気に活動する様子が見られる。

・積極的に学校情報を発信する。

・学校運営協議会と連携し、地域共同活
動の活性化を図る。

・自治協議会との連携

・授業参観等を学期に２回以上を実施
し、学校生活の様子を公開する。
・学校だよりを月２回発行し、地域にも配
布する。
・学校ホームページを週２回以上更新
し、学校情報を積極的に発信する。
・学校運営協議会と連携し、教育活動等
に地域ボランティアを募る。

・保護者アンケートで「学校の様子や目
指しているものなどを分かりやすく伝えて
いる」と回答した割合が80％以上、「学校
は保護者の願いに応えている」と回答し
た割合が75％以上。

・読書ボランティアによる読み聞かせを全
学年で実施、地域ボランティアの参加に
よる学習活動を3回以上実施。

A

・保護者アンケートで「学校の様子や目指しているも
のなどを分かりやすく伝えている」と回答した割合が
94.8％、「学校は保護者の願いに応えている」と回答し
た割合が78.3％。

・学校運営協議会を窓口に学習支援ボランティアを募
り、放課後学習(年27回）､九九道場(9日間）夏休み自
習室(3日間)を実施。
・読書ボランティアによる読み聞かせを全クラスで実
施（1クラス当たり学期2回以上）
・地域ボランティアによる「昔のくらしを学ぶ会」（3年）
「昔の遊び」（1年）を実施。

・引き続き積極的に情報発信を行い保護者や地域の
学校経営方針への理解を深めるよう努める。
・学校行事や授業参観を各学期に2回以上実施し、学
校の様子を公開する。

・学校運営協議会委員に、日常の学校の様子を参観
していただき、課題を共有する。
・保護者との対話を大切にした学校運営、学級経営を
行い、連携して学校課題の解決に取り組む。

・情報は積極的に発信されており、
助けてほしいこと、困っていることが
よくわかり、地域との連携も図れて
いる。
・地域や保護者のボランティア活動
がもっと充実するよう多方面に募集
する。
・ボランティア活動が児童の学びに
役立つようにと考えている。
・地域、ＰＴＡ､市教委が学校の思い
を理解して協力し、理想的な組織体
制が構築されている。
学校に関わるボランティアが多く、
地域の学校として根付いている。

・子どもたちの危機対応能力や災害の状
況に応じた対応力を育てる。

・学習環境の管理・整備を徹底する。

・勤務時間の適正化に努める。

・登校指導（月1回）を行う。
・見守りたいとの連携
・防災訓練（火災１回、地震1回）を実施
する。
・防犯訓練（不審者）を実施する。
・一斉下校訓練（学期に１回）を行う。
・学校で学んだ防災意識を家庭に返すよ
う促す。

・安全点検を行う。（月１回）

・業務改善委員会（学期１回以上）を開
き、超過勤務の状況を共有し、対応策に
ついて協議、職員会議に提案する。

・児童アンケートで「訓練や学習を通し
て、災害が起きた時にどうすればいいか
考えている」と回答した割合が80％以
上、「家族と災害時の対応の仕方につい
て話しあっている」と回答した割合が65％
以上である。

・保護者アンケートで「学校は学習の場と
して子どもが活動しやすい環境が整って
いる」と回答した割合が90％以上であ
る。
・超過勤務時間の月平均４５時間以上を
2割削減。

B

・例年通り学期ごとに1回ずつ避難訓練を実施した。児
童アンケート「学校で、火事・地震・不審者に対して、
訓練したり話を聞いたりしているので、それらが起き
たらどうしたらいいか考えている。」の結果は７8.3％で
目標と同程度、「災害時にはどうすればいいか家族で
話し合っている」の結果は、62％で目標と同程度だっ
た。
・保護者アンケート「災害時の家族の避難場所や対応
の仕方を話し合っている」は７6％、「学校は、災害時
や不審者などの危機に対応し、行動の仕方を考えて
いる」は88.5%だった。
・「学校は学習の場として子どもが活動しやすい環境
が整っている」で肯定的な回答をした割合が89.6％で
目標と同程度だった。

・留守番電話設定時間の延長(17:00～8:00)､会議時間
の適正化（学期1回13:30下校）､年間4回の業務改善
委員会等を実施した。
・超過勤務時間月平均45時間以上が1名。昨年度同
月比4名減。19％削減。

・訓練の際はもちろんのこと、災害などのニュースが
あったときに災害時の対応を考えさせることで、日ごろ
から防災への意識をつけさせる。
・各家庭で防災意識を高めてもらうために、こども防災
手帳を活用する。

・環境整備に関しては、これまで通り安全点検ででた
問題点を迅速に解消し、児童が過ごしやすい環境を
整えていくことに尽力する。

・出張直帰を推奨し、月1回のMy定時退勤日の完全
実施をめざす。
･校時表を見直し、更なる会議時間の適正化を図る。
・報告・連絡・相談の日常化、生徒指導等の組織的対
応を更に進め、風通しの良い職場づくりによる担当者
の抱え込みの解消。

・防災への家庭への意識付けが課
題。
・地域の防災訓練にも参加し、繰り
返し体で覚えていくことが大切であ
る。
・学習環境が整理整頓され、児童
が学びたいと思える環境である。
・学年担任制や教科担任制などの
工夫により、担任以外の先生との
交流や子どもたちを見る目を増や
すことにより、新たな気づきや先生
方のゆとり増にもつながる改善がで
きる。
・13:30下校や出張直帰の推奨な
ど、学校をあげての取組が、先生方
の意識改革につながっている。

B

・引き続き、朝読書や基礎基本の定着を図る取り組み
と、授業の改善により、児童が学びながら「楽しい」と
思えるように努めていく。

・「家庭学習の手引き」等をさらに活用し、保護者に、
家庭学習の習慣づけについて啓発を図る。
・「生活振り返りアンケート」の実施により、保護者に
も、家庭の協力が必要になることをアピールしていく。
・引き続き、自主学習の進め方や、上手な自主学習の
紹介を行いって、児童に「どう学べば良いか」を提示し
たり、放課後自主学習教室の実施したりして、自主的
に学ぶ習慣をつけられるようにする。
・詳しい改善策は児童のアンケートを待って検討す
る。方向性としては、学習の中で友だちの意見に注目
できるような問いかけの工夫や場面の設定を研究の
中で取り組んでいくことになると思われる。

 
・読書イベントの開催や内容について、より取り組みた
くなるように、周知を行う。
・図書ボランティアや学校司書と連携して、読書意欲
を高められるように取り組んでいく。
・家庭と連携して学校全体で読書時間の確保に努め
る。

施策目標
基本施策

令和6年度(2024年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立花里小学校】                                                                                               

教育目標 つよく　やさしく　たくましい　花里の子　～自他のよさを認め、自ら学び、考え、行動する子どもの育成～

重点目標 ①自己肯定感を高め、新しいこと、難しいことに挑戦する勇気の育成②自らの未来を切り拓く「生きる力」の育成③「主体的・対話的せ深い学び」の実現に向けた授業改善④地域と共にある学校作りの推進⑤教職員の勤務時間の適正化

・一人ひとりを大切にした創意工夫
のある授業が展開されている。
・授業は児童が興味を持つように工
夫されている。
・学力テストの結果が全国平均を下
回ってるのは残念だが、少しずつ改
善の兆しが見られる。
・家庭学習の定着は難しい。宿題の
量はどれくらい出しているのか。
・自主学習の取組から、自分で課題
を見つけ、タブレット等を活用して調
べ学んでいくことで、今まで知らな
かったことを知る喜びを味わい、次
へとつながっていく。
・成果は少しずつ現れてる。学習習
慣はすぐに身につくものではないの
で、継続的に取り組んでいただきた
い。「どう学べば良いか」「何故学ぶ
必要があるのか」を認識させること
が大切。
・読書の工夫が素晴らしい。継続し
てほしい
・活字離れと言われて久しい。読書
をしない高校生も少なくない。読み
聞かせなど、まずは興味を持たせ
ることが大切。
・読書時間を増やすための働きか
けが十分に行われている。
・ゲーム・スマホの時間が長くなって
いる。

学校関係者評価総括
〇学校情報が積極的に発信され、不登校や特別な支援を要する児童への対応、学力向上等の学校課題の解決に向けて、地域やＰＴＡと連携した組織的な取組が行われ、改善の兆しが見られる。
〇学校に関わるボランティアが多く、地域の学校として根付いている。
●自己肯定感の高揚、不登校の削減、家庭学習や読書習慣の定着等、家庭との更なる連携が必要である。
●タブレット等の利用時間の削減、情報モラルの育成、ＩＣＴを活用した業務改善への取組の推進に期待する。

次年度に向けた重点的な改善点
・家庭やＰＴＡと連携し、学期に1回の「生活ふり返り週間」において「早寝・早起き。朝ご飯」の基本的生活習慣を意識づけると共に、スクリーンタイムの削減、適切な睡眠時間の確保に取り組む。
・児童支援教員、不登校支援員の活用、サポートルームの設置等、全教職員による組織的な取組によって、不登校児童の削減を図る。
・総合的な学習の時間の年間計画を見直し、各教科の学習と関連させた単元へのカリキュラム・マネジメントに取り組むと共に、児童が主体的、協働的に取り組むことができる学習を構想する。
・「めざす子ども像」を児童と共有し、児童が主体的に活動できる学校行事や特別活動の機会を増やすなど、児童が活躍する学校づくりを行う。
・全国学力・学習状況調査、CRT調査等の結果を分析し、児童が自分の課題をメタ認知して学習に取り組めるように家庭と連携しながら、朝学習、家庭学習、個別指導の充実を図る。

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

学
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・
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児
童
・
生
徒
の
育
成

教育相談・支援体制の
充実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

教職員の資質向上

①研修等の充実

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学校を支える組織体制
の整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境
の充実

①学校園防犯訓練・防災
教育の充実
②子どもの安全対策の推
進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維
持保全
⑤学校における働き方改
革の推進

「確かな学力」の
育成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

・基礎的、基本的な知識・技能を習得す
る。

・家庭学習（自主学習を含む）を定着させ
る。

・一人ひとりが主体的に学び表現力を高
める。
・豊かに表現できる思考力、判断力、表
現力を育てる授業を展開する。

・読書活動を充実させ、語彙力の獲得を
図る。

・教科担任制やT.Tなど多様な授業形態
を工夫し、基礎・基本の定着を図る。
・朝学習の徹底と内容の充実を図る。
・CRT調査等による実態把握と対策を行
う。
・３年生から自主学習に取り組ませる。
・各学年に応じた「家庭学習の手引き」の
配布と、自主学習の内容を紹介する等の
工夫を行う。
・家庭学習や生活に関する振り返りのア
ンケートをPTAと連携して行う。
・学校運営協議会と協力して、放課後や
夏休みの自主学習を個別支援する場を
設定する。
・自分の考えを持ち、それを表現する力
を育成するため、児童が一人で考える時
間や話し合う時間をとる、様々な単元の
ゴール設定を工夫するなど、授業作りを
工夫する。
・どの教科でも、意見交流の場を効果的
に取り入れていく。

・週１回の図書の時間や朝読書などを利
用し、読書の時間を充実させ、語彙力や
表現力を豊かにする。
・読書10分を週末の課題で出す。
・朝学で読書の曜日をつくる。

・児童アンケートで、「授業がわかりやす
く、楽しい」と回答した割合が８０％以上
になる。

・学年×１０分＋２０分の家庭学習（自主
学習を含む）に取り組めるようにする。

・放課後自主学習教室を開放し、児童が
自主的に学ぶ場を設ける。

・ワークシートや振り返りで、考えの深ま
りが見られる。
・児童アンケートを実施し、「はい」の回答
が、「授業で自分の考えを持っている。」
で9割、「授業(じゅぎょう)で、友だちの話
を聞いて、自分の考えが変(か)わったり、
新しい発見(はっけん)があったり、「なる
ほど」と思ったりすることがある。」がで7
割以上になる。
・1週間の読書時間、合計７０分以上を達
成する。（図書・朝読・読み聞かせ・教室
での隙間時間の読書も含む）

・児童アンケートで、「授業が分かりやすく、楽しい」と
回答した割合が８４％であった。

・児童アンケートで、平日の学習時間が６０分以上とい
う回答が、４年生で３８％、５年生で３６％、６年生で２
０％と、芳しくない結果であった。また、保護者アン
ケートでも、家庭学習の習慣が付いているという回答
は７２％であった。週末の自主学習は３年生以上で実
施されており、放課後自主学習教室を開放しており、
全く意識が上がっていないわけではないが、さらなる
啓発が必要である。

・児童アンケート（上のもとは別のもの）が年度末であ
る３学期実施のため未評価の部分が多い。児童の考
える時間を設定することや、単元全体の見通しを持っ
た授業づくりについては各種研究授業等で実践するこ
とができた。

・読書ボランティアによる読み聞かせを全学年で実施
した。
・学校司書と連携して、秋の読書まつりやクリスマス読
書イベントなどのイベントを開催し、本に触れる機会を
多く設けた。
・週に1回朝学習の時間に朝読書の時間を設けた。
・1週間の読書時間が、３０分未満のと回答した児童は
２８．７％と、昨年度の４５．５％から大幅に減ったが、
７０分以上と回答した児童は３２．０％で昨年度と大き
く変化がなく、読書時間が多い児童が少ないことが課
題である。


